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Summary 
“Kashinomi”is a local soil name for a buried and peculiarly mdurated soil which distri-
butes in the north eastern part of the Shimabara Peninsula, Nagasaki Prefecture. Kashi-
nomi soil was probably derived from a pyroclastic fal deposit which consists of lapili, 
volcanic sands and ashes, becoming indurated by processes as yet unidentified. 
The reaction of Kashinomi soil was weakly acid, but its base saturation degree was very 
low, and phosphate absorption coe伍cientexceeded 2000. These properties are common to 
most volcanic ash soils. 
Allophane was a chief clay mineral in Kashinomi soil with considerable amounts of ver-
miculite, chlorite, kaolinite and ilite. Imogolite was not detected, and gibbsite and several 
primary minerals such as cristobarite, quartz and feldspar were also found in the -2μ frac-
tion. 
はじめに
島原半島の北東部地域は雲仙火山にrl=!来する火山性土で‘覆われている．この火山性土には，こ
の地方の農民から“かしの実”1）とよばれている固い層が分布している． かしの実層は硬度が25
mm（山中式硬度計）以上あるものが多く見られ，かしの実層が表土近くにある場合には，作物の
根の伸展を阻害し低位生産性の一つの原因と念っている． しかるに，かしの実層の生成因等に
ついては従来，ほとんど研究が行をわれていない． したがって，かしの実層の分布や噴出源の調
査bよび性状等について若干の研究を行念った．念;b－，“かしの実層”は主として長石・石英等の
白い礁を含む固結した 25mm以上の艇度をもっ層であると定義して本研究をすすめた．
かしの実眉の分布およひ．噴出源
かしの実層の分布範囲は第1図に示すように，有明町を中心に国見町の東部地域，す念わち土
黒川より東部と島原市の西部地域，すなわち，西川の北西部に扇形状に分布している．分布地域
の最高の標高は約300mで，それ以上の高地では認められをい． これは高地の傾斜が急をため，
流出したものと考えられる．また高地では表土直下に巨礁が累積している．これらのことから，
かしの実層生成のための火山性降下物の噴出源は，かしの実層分布限界の延長線の交叉点にあた
まいだけ
る標高702mの舞岳と考えられる． つまり， かしの実層は舞岳を噴出源とし，標高300mの位
本研究の大要は昭和45年5月，日本土壌肥料学会九州支部会で発表した．
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Fig. I. On the Distribution of Kashinorni Layer in the Shirnabara District. 
置から海岸線にかけて，扇形状に分布している．本fi"の分布位置や厚さは地形や場所によって異
まるが，分布位置はほぼ地表而下約 15cm～1.5mの範囲に認められる。層の厚さは厚いものか
ら薄いものまで，また同じ断面に2つの屑が認められる地域もある．このように，同じ場所に2
つの屑があるととから，かしの実層生成のための火山性降下物の噴出は 1回だけでまし数回行
なわれたものと推定される．かしの実層の生因については明らかでまいが，かしの実層の分布状
況むよび断面形態から火山性降下物特に火山磯，火山砂及び火山灰が旧表土に埋没し，固結した
場合と，火山性降下物自体が固結した場合の2種類に分類される. 1J: j,＞，固結の原因については
不明である．
実験方法
I. 供試土壌
供試した土壌は国見町の狸山，百花台，有明町の森岡，島原市と有明町境の鼻のJI存，島原市の
泊堀で採取した．
2. 土壌の理化学性
風乾細土を用い，機械分析はピペット法により，化学的性質は一般に用いられている方法によ
った。すなわち，置換酸度（y1）は大工原法，全炭素は TURIN法，全窒素は KJEHDAHL法， りん
酸吸収係数は日本慣行法，塩基置換容量は酢安法bよび酢酸カノレシュウム法，置換性塩基は酢安
浸出後Ca,Mgは原子吸光法， K.Naは炎光法によった．塩基飽和度は酢安法による塩基置換容
量に対する百分率で示した．
3. 粘土の分析
A. 試料の調整法
風乾細工を6%H202で処理して有機物を除去し超音波で処理後酸で分散し沈降法によっ
てく2μ 粘土を採取した．
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B. 粘土の分析法
赤外線吸収スベクトルは＜2μ粘土を MEHRA& JACKSON法2）によって遊離酸化物（freeoxides) 
を除き， IR-S型自記赤外分光光度計を用いて KBr錠剤法により測定した．
X線回折は遊離酸化物を除き，和田法3）によって，理学電機の Geigerflexを用いて行なった．
なJ:≫,Kaoliniteの判定は Hydrazin法4),Chlorite (002）と Metahalloysite(001）の判定は Slow
scanning法で行なった．
0.5N NaOH可溶成分は HASHIMOTO& JACKSON法5）によって測定した．
示差熱分析は和田法3）により Mgclayとして理学電機の示差熱分析装置で行なった．
結果と論議
1. 土壌の理化学的性質
土境の化学的性質の一例（百花台土壌）は第1表に示した通りである．地表面下 24～64cmの
第3層， 4層がかしの実層で， pHはそれぞれ 5.3, 5. 5でかなり高く，置換酸度 Y1は小さし
Table I. Chemical properties of Hyakkadai soil. 
??? ?ョ? Depth 
(cm) 
pH 
(Kcl) 
Exchange 
acidity 
(y,) 
Total 
c 
（%） 
Total 
N 
（%） 
ent ton 
a・ue
品川戸α
叫閉山泊
hb町pac 
。ー
10 4.69 7.56 12.18 0.23 2802 
2 2ー4 5. 12 4.41 3. 72 0.45 2570 
3 (k) -45 5.32 2.20 5. IO 0.22 2667 
4 (k) 64 5.47 2.52 3.39 0. 16 2409 
5 I 64 4.90 2.83 I. 16 0.08 1731 
C. E. C (meq/IOOg) 
NH40Ac I CaOAc 
Exchangeable base (meq/ lOOg) 
Total 
Degree of*
saturat10n 
（%） Ca Mg I K Na 
34.97 37. 19 0.30 0. 19 0.59 0. 16 I. 24 3.55 
16.05 17. 71 0.48 0.23 I. 09 0.21 2.0l 12.52 
23.38 28. 73 0.07 0.05 0.36 0.35 0.83 3.55 
17. 38 19.15 0. 19 0. 14 o. 36 o. 16 0.85 4.89 
l l.05 13.23 0.30 0.27 0.23 0.47 I. 21 I. 49 
(K): Kashinomi Layer 
* Expressed as percentage of total exchangeable base (meq) for C. E. C measured by NH4 OAc 
method. 
Table 2. Mechanical composition of Hyakkadai soil. 
Layer Coarse sand （%） 
Fine sand 
（%） 
Silt 
（%） 
Clay 
（%） Texture 
5.54 17. 72 50.55 26. 19 SiC 
2 4.99 38.50 39.49 17.02 CL 
3 (K) 7.65 33.06 39.48 19.81 CL 
4 (K) 8. 18 35.30 37.96 18.56 CL 
5 IL 99 16. 15 38.46 33.46 LiC 
(K): Kashinomi Layer 
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酸性が弱い．りん酸吸収係数は2667,2409で非常に大きし置換性塩基が少念く，塩基飽和度が
3.55弘 4.89%で非常に小さい値を示した． これらの化学的性質は一般の火山灰土壌6-8）と全く
類似している．
機械的組成は2表に示した．百花台のかしの実層は19%程度の粘土を含み，
しの実層の土性は地域によって若干異宏るが，ほとんどがSL～CLである．
2. 粘土の性状
A. 赤外線吸収スペクトル
土性は CLで， 治、
第2図に示差スペクトノレを示した．百花台 Sampleの示差スペクトノレでは波数980に吸収極大
位置を持ち， これを中心に波数 1200から 800にかけて Si-0-(Al）伸縮振動領域の幅広い吸収帯
が見られる．この吸収帯はアロフェント11）の特徴を示したものである．油堀Sampleの示差スベ
クトルも百花台Sampleの吸収スペクトルと全く類似していた．
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Fig. 2. Difference spectra of Na2S20.-NaHC03-Na citrate soluble fractions, 0. 5N NaOH soluble 
fractions and residues remaing after 0. 5N NaOH tr官:atmentof Hyakkadai and Ab叫irabori
Sample (-2μ clay). 
B. 0.5N NaOH可溶成分および粘土鉱物
第3表には 0.5NNaOH可溶成分bよび鉱物を示した.0.5NNaOH可溶成分は31～57%で非
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常に多く， 0.5NNaOH可溶成分は主としてアロフェン及び遊離アルミナ，珪酸で，他に若干の
結品性珪酸粘土も溶解12）する．可溶成分が多いのはアロフェンを主成分とする火山灰の特徴であ
る．
先に述べた化学的性質，赤外線吸収スベクトJレネ、よび 0.5NNaOH可溶成分から“かしの実層”
は明らかに降下火砕堆積物13)(pyroclastic fal deposit）であると云える．
Table 3. Dissolved matter and Minerals. 
Soil I ~ thl 山Layer υ巴p I I r、E
(cm) [ deferation [ N：ρH 
Minerals 
major mmor 
Aburabori 4 125 20% 41% Vt, Cb Ch, It, Kt, Gb, Qz 1ー45
Morioka 4 68 19 44 Vt, Ch, It, Kt, Qz Gb, Cb, Fd 
時 105
Hyakkadai 3 24 19 37 Vt, It, Kt, Qz Ch, Gb, Cb, Fd -45 
Tanukiyama 3 30 7 57 Vt, It, Kt, Qz Ch, Gb, Cb, Fd -40 
Hananosaki 3 25 12 31 Vt, It, Kt, Cb, Qz, Fd Ch,Gb 45 
I/ 5 70 13 43 Vt, It, Kt, Gb, Qz Ch, Cb, Fd 175 
Vt: Vermiculite Ch: Chlorite Kt: Kaolinite It: Ilite Gb: Gibbsite Cb: Cristobalite 
Qz: Quartz Fd: Feldspar 
粘土鉱物はアロフェンの外にかをり多くの結晶性粘土鉱物を含んでいる．主を結晶性粘土鉱物
はVermiculite,Chlorite, Kaolinite bよびIlliteで，他に多少の Gibbsite,Cristobalite, Quartz, 
(3) 
(5) 
Temp.℃ 
Fig. 3. Differential thermal curves of Kashinomi Layer (-2μ Mg clay) 
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Feldsparを混じている．各地域のかしの実層閣の粘土鉱物については差は認められをかった．
c.示差熱分析
第3図には示差熱分析の結果を示した.i由堀をのぞいて森岡，百花台，狸山及び鼻の崎のいづれの
Sampleも320°C前後に Gibbsiteの吸熱ピークが認められた. l誌の崎の第3層にみられる547°C
のI吸熱ピークはX線回折と合わせて考察すると結晶！立の低い Kaoliniteであると推定される．
念j司、， Imogoliteは示差熱， X線むよび赤外線I吸収スベクトノレの分析では認められなかった．
摘要
1. 島原半島の北東部地域に分布する旬、しの実層“は有明町を中心に土黒川lより東部と西川
北西部に扇形状に分布している．
2. かしの実層は舞岳を噴出源とする降下火砕堆積物が固結したものである．
3. かしの実層の化学的性質bよび粘土の性状は一般の火山灰土壌と全く類似している．
4. 粘土鉱物はアロフェンを主としかなり多くの結晶性粘土鉱物を含んでいる．
本研究の遂行にあたり，九州大学の背隣教授，和HI助教授には絶大なるご指導を仰いだ.)j:J：助手及び大学
院生各位ICは始終ご討論をいただいた．また調査にあたって長崎県総合農林センター高木環境部長から大変な
ど協力を賜わった．記して深誌なる謝怠を表する．
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